
第９回新道路研究会資料

東日本大震災を踏まえた
今後の対応について

注）本資料は、道路局における今後の対応を体系的に整理

したものではなく、また、検討中の対策も含まれている

平成23年7月28日

国土交通省 道路局 道路経済調査室

清水 将之

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

清水 将之



地震国・日本と高速道路ネットワーク

■ 日本は世界の大地震の２割が集中する地震国であり、今後も大規模地震の発生が想定されている

日本 220
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高規格幹線道路
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三陸沖北部地震
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資料：中央防災会議
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出典：（独）防災科学技術研究所想定東海地震

87% ※『文部科学省 地震調査研究推進本部』資料による
（なお、確率は東日本大震災発生前の2011年１月時点） 1



東海・東南海・南海地震の津波影響範囲

■ 東海・東南海・南海地震時に想定される津波影響範囲には、浸水が想定される国道や高速道路のミッシングリンクが多数存在。

総延長
(km)

供用延長
(km)

進捗率
(%)

震 響 浸 数

高規格幹線道路 約14,000 9,855 70

H23.4.1現在

東海・東南海・南海地震時に想定されている津波影響範囲
（平成15年12月中央防災会議「東南海、南海地震に関する報告」）

東海、東南海、南海地震時に津波浸水が想定される主な国道

ミッシングリンクが残る主な区間

1
42

5556
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220

国道220号
浸水想定区間：約4km

国道10号
浸水想定区間：約4km

国道56号
浸水想定区間：約29km

国道55号
浸水想定区間：約31km

国道42号
浸水想定区間：約55km

国道1号
浸水想定区間：約18km

東海・東南海・南海地震の津波影響範囲のミッシングリンクが残る主な区間と
浸水が想定される主な国道 2



被災地域の再生に必要な復興道路・復興支援道路等の緊急整備

■ 東北 被災地域の速やかな復興 再生の鍵となる路線を復興道路 復興支援道路とし 整備スケジ ルを■ 東北・被災地域の速やかな復興、再生の鍵となる路線を復興道路・復興支援道路とし、整備スケジュールを

明確にした上で、防災面の効果を適切に評価しつつ、重点的に緊急整備

① 復興の背骨となる太平洋沿岸軸（三陸縦貫道等）の形成

【復興道路】
青森

八戸

・これからのまちづくり、産業振興を支える基礎的な

交通基盤を構築

・津波に強い道路により、被災時の孤立を防ぐ

宮古

久慈

盛岡

秋田

①
②

津波に強い道路により、被災時の孤立を防ぐ

※道路に持たせる機能の複合化も検討 （避難場所等）

気仙沼

大船渡

釜石

石巻

花巻

大崎

②
・仙台周辺の道路ネットワークを強化

② 太平洋沿岸地域と東北道を繋ぐ横断軸強化

【復興支援道路】

石巻

仙台

山形

仙台
塩釜③

② 太平洋沿岸地域と東北道を繋ぐ横断軸強化

・内陸から沿岸部への広域支援ルートを確保

福島

郡山

相馬

いわき新潟
会津
若松

②

③ ダブルネット、対アジア交流圏を形成する日本海軸を強化
高規格幹線道路

地域高規格道路

平成23年4月1日現在

供用

供用

未供用

未供用 3



道路事業における評価手法の方向性（案）

道路事業の目的、効果に見合った多様な手法を追加して評価を実施

≪評価手法の充実≫ （政策目標評価型事業評価）

円滑な道路交通の確保

走行時間の短縮

安全な道路交通の確保

防災対策や災害時の

○○○○
○○○○

○○○○走行時間の短縮 防災対策や災害時の
救助・救援活動の支援

○○○○

道路事業の目的、効果毎に
評価手法を確定し追加

※多数の車両（交通量）を
円滑に走行させる効果

※交通量にかかわらず満た
さなければならない効果

必要性の確認
例えば
【交通事故の削減】

評価手法を確定し追加

必要性の確認必要性の確認 【交通事故の削減】
【道路環境の改善】
【地域の活性化】

●
●

有効性の確認

必要性の確認

有効性の確認
●

など道路事業の目的、
効果に見合った評価
手法の確定・追加

効率性の確認 効率性の確認
※ ３便益B/Cを基本とした評価は引き続き実施

評価結果を踏まえて事業実施等を判断
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防災機能に関する評価手法（案）

必要性の確認

評価の視点
（上位計画等との整合）

有効性の確認 効率性の確認

広域的防災 資する道路 ○大規模災害に対応して ネ トワ ク上のリンクと 必要性 有効性で確認した仕様や

防災機能に対応した道路構造

広域的防災に資する道路
ネットワークの強化を図る

○大規模災害に対応して、
重要な拠点等を連絡する
道路ネットワークに位置づ
けられた道路

※計画論との整理が必要

ネットワーク上のリンクと
しての評価

複数指標により全国的な
観点から有効性を確認

必要性、有効性で確認した仕様や
効果を満たすことを前提に、複数
案の費用の比較により、効率的に
事業実施が行われることを確認

早期に啓開し、救助、救援、
緊急物資の輸送、復旧活動を
支える基幹経路となる道路

リンクの脆弱性
リンクの重要性 他

○複数案の比較

ア）区間全線をＢＰ等の別線にて

地域の孤立を防ぎ、被災後も
生活幹線道路となる道路
地震発生時や津波襲来時等

地域防災に資する道路
ネットワークの強化を図る

○地域の防災計画等で位置
づけられた道路

上位計画の目標へどの
ように貢献するかを確認

救助活動等への支援

当該事業としての評価
ア）区間全線をＢＰ等の別線にて

整備、
イ）効果の高い部分のみＢＰ等の

別線とし、その他は現道対策
による現道活用、

ウ）現道対策の実施の避難路となる道路
救助活動等への支援
迂回の解消 他

ウ）現道対策の実施、

などの複数案の費用を比較するこ
とにより、効率的に事業実施がな
されることを確認

個々の危険箇所の解消を
図る

○事前通行規制区間の解消、
防災点検箇所等の除去を
目的とする事業

・現に通行障害が発生している
場合には、その頻度や影響度
合いを確認する

・また第三者委員会が設置され
ている場合は当該委員会で有

過去の同種の事業費用と比較す
ることにより、効率的に事業実施
がなされることを確認

○過去の実績との比較

ている場合は当該委員会で有
効性を確認する

がなされることを確認
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早期の状況把握に向けた対応（対空標示）

○被災地域の 上空からの地点認識性向上を目的に 直轄国道の車道路面上に距離標を標示するものである 平成22○被災地域の、上空からの地点認識性向上を目的に、直轄国道の車道路面上に距離標を標示するものである。平成22
年度には試行的に国道55号（奈半利管内）に標示を実施している。今後、東南海・南海地震発生時の道路啓開において
優先順位の高い国道 32、33、56号に拡大整備を図る。
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早期の状況把握に向けた対応（対空標示）

• 整備イメージ写真
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情報プラットフォーム構築に向けた検討

■ 災害対応の効率化を支援するため 各道路管理者の情報に加え 民間が保有する通行実績情報なども含■ 災害対応の効率化を支援するため、各道路管理者の情報に加え、民間が保有する通行実績情報なども含

め、同一地図上で表示するシステムを構築。



減災に向けた対応（海抜知～る）

○標高認識向上による道路利用者の津波被害軽減と、被災後の復旧、復興に資する事を目的に、○標高認識向上による道路利用者の津波被害軽減と、被災後の復旧、復興に資する事を目的に、
太平洋岸に接する主な幹線道路の標識等に表示する。
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『海抜知～る』の効果
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○首都圏では、震災直後、首都高の通行止めに伴い、主要幹線道路は大渋滞

発災直後の東京の交通状況

○首都圏では、震災直後、首都高の通行止めに伴い、主要幹線道路は大渋滞

■首都高の通行止め状況（2011年3月11日(金) 23時32分時点） ■主要幹線道路の渋滞状況（2011年3月11日(金) 23時32分時点）

出典：「日本道路交通情報センター」

■カーナビの渋滞情報 ■新宿通りの渋滞状況

出典：「日本道路交通情報センター」 11



発災直後の東京の交通状況

【民間プローブデータによる自動車速度低下状況の分析事例（東京都）】

災前 時台 時台 災後 金 時台 時台震災前：3月10日（木） 16時台～23時台 震災後：3月11日（金） 16時台～23時台

凡例

データなし
0～10km/h
10～20km/h
20～30km/h
30～40km/h

凡例

データなし
0～10km/h
10～20km/h
20～30km/h
30～40km/h/

40～50km/h
50km/h～

/
40～50km/h
50km/h～

23区内の平均速度
6 2k /h

23区内の平均速度
21 3k /h

地震発生
11日14時46分 6.2km/h21.3km/h 11日14時46分
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○帰宅困難者により、歩道・車道ともに大渋滞。震災発生の翌日18時まで影響

発災直後の東京の交通状況

○帰宅困難者により、歩道 車道ともに大渋滞。震災発生の翌日18時まで影響

■帰宅手段

■自動車 ■バイク・自転車 ■徒歩 ■電車・バス ■その他■帰宅困難者による渋滞

新宿通 3月11日 夕方

■帰宅困難者による歩道の混雑

四谷3丁目交差点 3月11日 夕方

29% 16% 22% 33% 0%通常時

+6% -3% +14% -18%

36% 13% 36% 15% 0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

震災時

出典（通常時）：東京都市圏交通計画協議会「H20パーソントリップ調査結果」

40
2011年3/4,5

km/h

震災発生

出典（通常時）：東京都市圏交通計画協議会「H20パ ソントリップ調査結果」
出典（震災時）： 東京大学「東日本大震災における首都圏の帰宅困難者について」

■東京23区一般道計の平均旅行速度(km/h)

20

25

30

35
,

2011年3/11,12

震災発生

■帰宅困難者による駅前広場の混雑

新橋駅前

3月11日19 30ごろ h)
5

10

15

20

渋滞発生

3月11日19：30ごろ

（日テレNEWS24より）

平
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m

/h

0
12h 18h 0h 6h 12h 18h
3/4,11（金） 3/5,12（土） 出典：民間プローブデータ

渋滞発生平
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国道122号（さいたま市岩槻区加倉南～川口市西新井宿）
距離：12.6km

国道4号（越谷市元荒川橋～草加市新善町）
距離：7.4km

計画停電時の一般道路の渋滞状況（VICS）

距離：12.6km 距離：7.4km

3/7～11日平均
（発生前）

3/14（月）7:45頃
（発生後）

3/15（火）8:00頃
（発生後）

24分 1時間10分 1時間10分

3/16（水）8:00頃
（発生後）

3/17（木）8:00頃
（発生後）

3/18（金）8:00
（発生後）

3/7～11日平均
（発生前）

3/14（月）7:45頃
（発生後）

3/15（火）8:00頃
（発生後）

36分 1時間20分 1時間

3/16（水）8:00頃
（発生後）

3/17（木）8:00頃
（発生後）

3/18（金）8:00
（発生後）

/ 平均 / （月） 頃 / 火 頃

国道17号（さいたま市大宮区三橋～戸田市美女木八万）
距離：11.7km 国道6号（松戸市流通センター入口～千葉・東京都県境葛飾橋）

距離：8.6m

（発生後） （発生後） （発生後）

40分 25分 35分
1時間10分 40分 40分

3/7～11日平均 3/14（月）7:45頃 3/15（火）8:00頃
3/7～11日平均

（発生前）

3/14（月）7:45頃
（発生後）

3/15（火）8:00頃
（発生後）

15分 50分 30分

3/16（水）8:00頃
（発生後）

3/17（木）8:00頃
（発生後）

3/18（金）8:00
（発生後）

45分 15分 15分

3/7 11日平均
（発生前）

3/14（月）7:45頃
（発生後）

3/15（火）8:00頃
（発生後）

33分 1時間10分 35分

3/16（水）8:00頃
（発生後）

3/17（木）8:00頃
（発生後）

3/18（金）8:00
（発生後）

45分 30分 40分
45分 15分 15分

国道246号（横浜市緑区東名入口分流～神奈川・東京都県境）
距離：17.1km

国道1号（神奈川県東京都県境～品川区西五反田１丁目）
距離：8.6km

3/7～11日平均
（発生前）

3/14（月）7:45頃
（発生後）

3/15（火）8:00頃
（発生後）

3/7～11日平均
（発生前）

3/14（月）7:45頃
（発生後）

3/15（火）8:00頃
（発生後）

37分 40分 35分

3/16（水）8:00頃
（発生後）

3/17（木）8:00頃
（発生後）

3/18（金）8:00
（発生後）

1時間9分 不定 1時間30分

3/16（水）8:00頃
（発生後）

3/17（木）8:00頃
（発生後）

3/18（金）8:00
（発生後）

35分 55分 1時間

国道1号（横浜市神奈川区三ッ沢上町～神奈川県東京都県境）
距離：14.6km

40分 1時間 35分

3/7～11日平均
（発生前）

3/14（月）7:45頃
（発生後）

3/15（火）8:00頃
（発生後）

34分 不定 1時間

3/16（水）8:00頃
（発生後）

3/17（木）8:00頃
（発生後）

3/18（金）8:00
（発生後）

1時間 40分 35分

3月14日午前の平行する鉄道路線運行状況
運行（間引き運転含む）
運休
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